
 

アスパラガスのツマグロアオカスミカメの防除時期 
 

福島県農業総合センター 生産環境部作物保護科  

１ 部門名 

  野菜－アスパラガス－病害虫防除 

２ 担当者 

  荒川昭弘・山内富士男 

３ 要旨 

露地アスパラガスではカスミカメムシ類による被害が問題になる。農業総合センター内（郡山市）のほ場

で発生消長を調査した。発生種はツマグロアオカスミカメであり、6 月 17 日に越冬世代と思われる幼虫が 1

頭確認され、以降 7 月下旬から 8 月にかけて多発した（図 1、第 1 世代）。防除適期は幼虫が急増する 7 月

6 半旬から 8 月 3 半旬頃と考えられた。 

幼虫密度急増期にアクリナトリン水和剤を散布した結果、ツマグロアオカスミカメに対して長期間にわた

る効果が見られた(図 2)。 
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図1 露地アスパラガスでのツマグロアオカスミカメの発生推移

（2013年、農総セ）
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図2 殺虫剤のアスパラガスのツマグロアオカスミカメに対する防除効果
各区4株、5連制、7月31日に散布した。

 

４ 成果を得た課題名 

  (1) 研究期間 平成２３年度～２６年度 

  (2) 研究課題名 難防除病害虫の防除技術の開発 

  (3) 参考となる成果の区分 （指導参考） 
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